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伊仙町誌編纂審議会・6つの部会が一巡

【先史・原史時代部会】
　伊仙町は遺跡調査の実績が多く、各時期を代表
する国指定レベルの遺跡も多い。それを町誌へ
表現しこの時代の人々の様子を記述。

【琉球王朝・薩摩藩時代部会】
　琉球王朝時代の島のありかたを少しでも解明し、
薩摩藩による支配というイメージを脱却すること
で当時の庶民の暮らしを表現。前近代社会の文化
形成に光を当て、島の歴史への誇りに繋げる。

【近現代部会】
　伊仙町視点で書けるテーマを選ぶ。地域に生きた人々
の視点を軸に、個人の自分史も聞き取り後世に残す。

【民俗部会】
　年中行事、人生儀礼等は社会が変わっても続く。
それを過去から現在まで記録。地元専門員の協
力も必要。

【自然史部会】
　世界自然遺産登録までに18年掛かり、その国際
的議論の積み重ねを反映。「環境文化型」概念は
新しく、慎重に扱う。

【デジタルアーカイブ部会】
　町誌編纂事業完了後も住民の方から情報を寄せて
頂き、それをネット上で更新できる仕掛け作りを行う。

（昭和30年代頃の鹿浦集落の様子）



　

各
部
会
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
伊
仙
町
で
の

現
地
調
査
が
始
ま
り
ま
し
た
。
各
集
落
の
区
長

さ
ん
に
は
事
前
に
そ
の
旨
お
伝
え
し
、
集
落
の

暮
ら
し
や
成
り
立
ち
、
自
然
環
境
を
よ
く
知
る

方
へ
、聞
き
取
り
調
査
を
お
願
い
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
こ
れ
ま
で
、主
に
大
学
研
究
者
に
よ
っ
て

各
地
域
で
行
わ
れ
て
き
た
考
古
、
言
語
、
自
然
、

民
俗
な
ど
の
調
査
研
究
資
料
も
、
町
誌
編
纂
室
で

収
集
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
集
落
毎
に
分
け
て
、

今
後
聞
取
り
さ
せ
て
頂
く
内
容
と
合
わ
せ
て
、
将

来
は
全
て
の
集
落
へ
全
情
報
を
お
渡
し
す
る
予

定
で
す
。
将
来
、
伊
仙
町
誌
編
纂
事
業
が
終
了
し

た
後
も
、
そ
れ
ら
の
資
料
を
基
に
集
落
誌
作
成
な

ど
に
繋
げ
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

  

（
民
俗
部
会
に
よ
る
聞
取
り
の
様
子

　
　

   

上
：
馬
根
集
落　

下
：
西
犬
田
布
集
落
）

集
落
調
査
始
ま
っ
て
い
ま
す

　

町
誌
編
纂
に
当
た
り
、
引
き
続
き
伊
仙
町
、
徳

之
島
、奄
美
群
島
、琉
球
、薩
摩
に
ま
つ
わ
る
様
々

な
ジ
ャ
ン
ル
の
資
料
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

も
し
お
手
元
に
左
記
の
資
料（
冊
子
・
新
聞
・
発

刊
物
・
写
真
・
音
声
デ
ー
タ
・
映
像
な
ど
）が
あ
り
、

参
考
資
料
と
し
て
お
借
り
、
ま
た
は
こ
の
機
会

に
寄
贈
し
て
頂
け
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
ご
一
報

く
だ
さ
い
。

　

特
に
街
並
み
の
風
景
や
人
々
の
様
子
が
写
っ

て
い
る
も
の
を
探
し
て
い
ま
す
。

　
（
☎
０
９
９
７
・
８
６
・
４
１
８
３
）

・
文
化　

・
町
政　

・
島
口　

・
地
図　

・
人
物　

・
民
具

・
歴
史　

・
産
業

・
島
唄　

・
食

・
選
挙　

・
闘
牛

　

町
誌
編
纂
専
門
員
と
し

て
次
の
方
々
に
ご
協
力
頂

い
て
い
ま
す
。
今
後
各
集

落
へ
出
向
く
際
に
は
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
四
本 

延
宏
さ
ん

　
常 

加
奈
子
さ
ん

　
松
田 

り
え
子
さ
ん

今
後
の
予
定
・ご
協
力
依
頼

　

令
和
四
年
十
一
月
八
日
、
第
二
回
目
の
「
伊
仙

町
誌
編
纂
審
議
会
」
を
開
催
し
、
七
名
の
研
究
者

と
四
名
ず
つ
の
地
元
有
識
者
、
行
政
代
表
者
に

よ
り
、
闊
達
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
会
内
で
は
主
に
、「
伊
仙
町
誌
編
纂
基
本

計
画
」「
同
事
業
計
画
」「
事
業
経
費
」「
各
部
会
の

進
捗
状
況
」
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、
今
後
の

伊
仙
町
誌
編
纂
事
業
の
方
向
性
に
つ
い
て
議
論

さ
れ
ま
し
た
。
論
点
と
し
て
左
記
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

● 

基
本
計
画
な
ど
に
書
か
れ
た
カ
タ
カ
ナ
表
現

は
日
本
語
に
置
き
換
え
る
よ
う
に

● 

考
古
学
の
調
査
結
果
を
自
然
史
へ
、
民
俗
学

か
ら
の
デ
ー
タ
や
記
録
を
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
へ
、
な
ど
部
会
を
越
え
て
成
果
を
共
有

す
る

● 

世
界
自
然
遺
産
推
薦
書
に
既
に
あ
る
生
物

デ
ー
タ
や
過
去
の
新
聞
、
行
政
文
書
な
ど
を

整
理
、
文
字
化
す
る
人
材
も
必
要

● 

出
来
上
が
っ
た
も
の
が
そ
こ
で
終
わ
り
で
は

な
く
、
そ
の
あ
と
も
利
活
用
さ
れ
る
よ
う
な

工
夫
が
必
要

● 

特
に
歴
史
民
俗
資
料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

連
動
し
て
、伊
仙
町
の
教
育
文
化
を
発
信
す
る

基
地
を
作
る
、と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で

第
二
回
町
誌
編
纂
審
議
会
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